
１　研修の趣旨

２　研修の概要

主 催 者：文化庁

実施期間：令和5年12月20日（水）～21日（木）（2日間）

実施方式：オンライン280名

３　日程とカリキュラム

【12/20（水）】

時間 テーマ 概要

開講式 09:30～09:45

講義１ 09:45～10:45
序論
　地域文化拠点としてのミュージアム

中尾 智行
  文化庁 文化拠点担当 博物館支援調査官

講義２ 11:00～12:00
各論
　博物館の価値を引き出す評価

源 由理子
　明治大学副学長、同公共政策大学院教授

講義３ 13:00～14:00
解説
　博物館を取り巻く法制度と支援制度

荒川 瑞穂
　文化庁 企画調整課 課長補佐

講義４ 14:15～15:15
事例
　文化資本によるクリエイティブな都市の創
造

鬼木 和浩
　横浜市にぎわいスポーツ文化局文化振興課長
　（主任調査員）

講義５ 15:30～16:30
事例
　地域の人々に愛される動物園・水族館

調整中

【12/21（木）】

時間 テーマ 概要

講義６ 09:45～10:45
総論
　博物館がつなぐ地域と世界

藤野 一夫
　兵庫県立芸術文化観光専門職大学副学長

令和５年度 文化をつなぐミュージアム研修

博物館の設置者・行政職員等、ミュージアムの地域課題解決や中長期的な将来構想に関係する者に対して、
文化政策や、これからのミュージアムに求められる役割に関する基本的な知識に関する研修を行い、政策・
企画の立案、管理・運営に関する基礎的な資質の向上を促進する。

対 象 者：自治体等で博物館を所管又は登録事務を担当する職員、
博物館及び設置団体の事務系職員
上記と同様の職務を行うと主催者が認める者

開講式・ガイダンス

ミュージアム
パブリックリレーションズ研修



講義７ 11:00～12:00
解説
　博物館施設の建設と運営

時友 彰吾
　文化庁企画調整課　博物館振興室員

講義８ 13:00～14:00
解説
　博物館施設の安全管理と環境保全

山口 俊浩
　文化庁 企画調整課 建築資料調査官

講義９ 14:15～15:15
総論
　徹底した地域資源の掘り起こしと活用

都竹 淳也
　飛騨市長
三好 清超
　飛騨市教育委員会文化振興課

討議 15:30～16:30 質疑応答、全体討議 参加者全員及び文化庁職員による質疑応答

閉講式 16:30～16:45

* 出欠確認や修了証等の発行は行わないので、部分受講でも構いません。

閉講式




